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（令和5年3月末）

創　　　　業　　明治33年1月1日
出 資 金　　932百万円
会 員 数　　20,027人
預金積金残高　　4,778億円
貸出金残高　　2,225億円
店 舗 数　　26店舗
常勤役職員数　　291人
本　　　　店　　新潟県三条市旭町
　　　　　　　　2丁目5番10号

当金庫の概要

粟ヶ岳の裾野に位置し、
日本の棚田百選やつな
ぐ棚田遺産～ふるさとの
誇りを未来へ～（ポスト
棚田百選）の一つに選ば
れています。棚田と棚田
の水源（大久保の清水）
を結ぶ遊歩道が整備さ
れているほか、4月下旬
にはカタクリが咲き誇り、
訪れる人を和ませます。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　会員のみなさまには、ますますご清栄のこととお慶び申し上げ
ます。
　平素は、格別なご愛顧、ご支援を賜り厚くお礼申し上げます。
ここに、第122期の営業概況と決算についてご報告いたします。

　令和4年度は、新型コロナウイルス感染症への対応に変化の
兆しも見えてきたことを踏まえ「ウィズコロナ、アフターコロナ」対
応を念頭に「お取引先の支援」を最重要課題と位置付け、営業
店と本部が一体となって伴走支援に取り組んでまいりました。
　融資部経営サポート室では、経営改善計画の策定支援に取り
組んだほか、お取引先の資金繰りに応じた、新規のご融資や既存
のお借入れ条件の変更などの対応を行いました。営業統括部コ
ンサルティング担当は、営業店と共にお取引先の課題解決支援
に取り組みました。販路開拓支援では「しんきん個別商談会」を、
経営諸課題に対しては「新現役交流会」を、人材不足の課題に
対しては人材紹介やマッチング支援などを実施いたしました。
　また、「三条信用金庫SDGs宣言」に基づき、「SDGs申請支
援サービス」や「省エネ支援サービス」の提供を行ったほか、「さ
んしん省エネ設備融資」も創設いたしました。また、3年ぶりに開
催された「燕三条工場の祭典」には参加工場に職員を派遣する
など、産業観光振興への取り組みも行いました。

　決算につきましては、預金の期末残高は4,778億円となり、前

期比90億円増加いたしました。また、貸出金の期末残高は
2,225億円となり、前期比64億円増加いたしました。 
　収支面は順調に推移し増収・増益の決算となりました。本来の
事業活動による収益力を示すコア業務純益は36億52百万円
で、前期比2億74百万円の増益となり、経常利益は37億29百万
円で前期比12億24百万円の増益となりました。
　最終利益である当期純利益は、26億14百万円で前期比9億
16百万円の増益となりました。

　新型コロナウイルス感染症の収束に伴い、徐々にウィズコロナ
への移行が進んでいるものの、欧米各国の金融引き締め等によ
る急激な円安や、未だ先の見えないウクライナ紛争による燃料や
資源･原材料の価格上昇により、地場の景気は余談を許さない
状況となっております。特に、令和5年度は3年前に「新型コロナ
ウイルス感染症対応資金（通称 ゼロゼロ融資）」をご利用いただ
いた多くのお客さまのご返済が始まります。地場の景気の先行き
が不透明ななか、資金繰りに支障をきたすお客さまがないように
適切に対応し、事業継続を支援してまいります。

　当金庫は、相互扶助の理念の下、お取引先の最高の伴走者と
なるべく、金融仲介機能を強化・充実させることで支援体制を一
層強化するとともに、お客さまの課題解決を通じて地域経済の発
展に貢献してまいります。今後も持続可能な社会の実現と地域
社会全体の発展に貢献するため、役職員が一丸となって邁進し
てまいりますので、変わらぬご支援を賜りますようお願い申し上げ
ます。

ごあいさつ

表紙写真
「北五百川の棚田」



1 2

（令和5年3月末）

創　　　　業　　明治33年1月1日
出 資 金　　932百万円
会 員 数　　20,027人
預金積金残高　　4,778億円
貸出金残高　　2,225億円
店 舗 数　　26店舗
常勤役職員数　　291人
本　　　　店　　新潟県三条市旭町
　　　　　　　　2丁目5番10号

当金庫の概要

粟ヶ岳の裾野に位置し、
日本の棚田百選やつな
ぐ棚田遺産～ふるさとの
誇りを未来へ～（ポスト
棚田百選）の一つに選ば
れています。棚田と棚田
の水源（大久保の清水）
を結ぶ遊歩道が整備さ
れているほか、4月下旬
にはカタクリが咲き誇り、
訪れる人を和ませます。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　会員のみなさまには、ますますご清栄のこととお慶び申し上げ
ます。
　平素は、格別なご愛顧、ご支援を賜り厚くお礼申し上げます。
ここに、第122期の営業概況と決算についてご報告いたします。

　令和4年度は、新型コロナウイルス感染症への対応に変化の
兆しも見えてきたことを踏まえ「ウィズコロナ、アフターコロナ」対
応を念頭に「お取引先の支援」を最重要課題と位置付け、営業
店と本部が一体となって伴走支援に取り組んでまいりました。
　融資部経営サポート室では、経営改善計画の策定支援に取り
組んだほか、お取引先の資金繰りに応じた、新規のご融資や既存
のお借入れ条件の変更などの対応を行いました。営業統括部コ
ンサルティング担当は、営業店と共にお取引先の課題解決支援
に取り組みました。販路開拓支援では「しんきん個別商談会」を、
経営諸課題に対しては「新現役交流会」を、人材不足の課題に
対しては人材紹介やマッチング支援などを実施いたしました。
　また、「三条信用金庫SDGs宣言」に基づき、「SDGs申請支
援サービス」や「省エネ支援サービス」の提供を行ったほか、「さ
んしん省エネ設備融資」も創設いたしました。また、3年ぶりに開
催された「燕三条工場の祭典」には参加工場に職員を派遣する
など、産業観光振興への取り組みも行いました。

　決算につきましては、預金の期末残高は4,778億円となり、前

期比90億円増加いたしました。また、貸出金の期末残高は
2,225億円となり、前期比64億円増加いたしました。 
　収支面は順調に推移し増収・増益の決算となりました。本来の
事業活動による収益力を示すコア業務純益は36億52百万円
で、前期比2億74百万円の増益となり、経常利益は37億29百万
円で前期比12億24百万円の増益となりました。
　最終利益である当期純利益は、26億14百万円で前期比9億
16百万円の増益となりました。

　新型コロナウイルス感染症の収束に伴い、徐々にウィズコロナ
への移行が進んでいるものの、欧米各国の金融引き締め等によ
る急激な円安や、未だ先の見えないウクライナ紛争による燃料や
資源･原材料の価格上昇により、地場の景気は余談を許さない
状況となっております。特に、令和5年度は3年前に「新型コロナ
ウイルス感染症対応資金（通称 ゼロゼロ融資）」をご利用いただ
いた多くのお客さまのご返済が始まります。地場の景気の先行き
が不透明ななか、資金繰りに支障をきたすお客さまがないように
適切に対応し、事業継続を支援してまいります。

　当金庫は、相互扶助の理念の下、お取引先の最高の伴走者と
なるべく、金融仲介機能を強化・充実させることで支援体制を一
層強化するとともに、お客さまの課題解決を通じて地域経済の発
展に貢献してまいります。今後も持続可能な社会の実現と地域
社会全体の発展に貢献するため、役職員が一丸となって邁進し
てまいりますので、変わらぬご支援を賜りますようお願い申し上げ
ます。

ごあいさつ

表紙写真
「北五百川の棚田」



3 4

10，000

5，000

0
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金融再生法開示債権額の推移

2023年3月末2022年3月末2021年3月末

（単位：百万円）

不良債権比率 4.95％ 5.47％ 5.59％

業績の推移

業種別貸出残高構成比（2023年3月末）

貸出金 金額階層別先数構成比（2023年3月末）
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損益の推移

預金残高／貸出金残高の推移

業務純益 経常利益

自 己 資 本 額
自己資本比率

預金残高 貸出金残高

当期純利益

破産更生債権及び
これらに準ずる債権

危険債権 要管理債権（単位：億円）

（単位：百万円）

3，035
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2，505

2022年度2021年度

3，729
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3，729
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1，044

1，784

100万円未満
33.7％

100万円未満
33.7％

100万円以上
1,000万円未満

33.0％

100万円以上
1,000万円未満

33.0％

1,000万円以上
5,000万円未満
27.9％

5,000万円以上
1億円未満　2.6％

1億円以上　2.6％

金融業、保険業 0.7％

地方公共団体
17.8％

地方公共団体
17.8％

建設業 4.3％

各種サービス業
8.9％

不動産業 12.6％
製造業
17.5％
製造業
17.5％

その他 1.4％

個人 28.1％個人 28.1％

卸売業、小売業
8.1％
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（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

令和5年3月31日現在

4,224
26,663

320,766
54,313
27,210

151,854
7,890

79,498
222,523

2,381
4,300

193,539
22,301

20
20

3,098
38

1,675
18

1,287
6

72
5,314
1,545
2,828

67
873
18
5

13
391

1,672
79

△ 4,639
（△ 3,481）

477,802
18,298

198,800
900
434

245,967
11,147
2,253

57,000
44,000
13,000
1,557

64
221

4
880
75
7

13
148

5
81
56

197
702
151
69
1

182
79

537,743

932
932

44,953
950

44,003
41,300
2,703

45,886
△ 3,473

△ 22
△ 3,496

42,389

科　　　　目 金　額 科　　　　目 金　額
百万円 百万円

負債及び純資産の部合計資産の部合計

（負債の部）
預 金 積 金

当 座 預 金
普 通 預 金
貯 蓄 預 金
通 知 預 金
定 期 預 金
定 期 積 金
そ の 他 の 預 金

借 用 金
借 入 金
当 座 借 越

そ の 他 負 債
未 決 済 為 替 借
未 払 費 用
給 付 補 塡 備 金
未 払 法 人 税 等
前 受 収 益
払 戻 未 済 金
払 戻 未 済 持 分
職 員 預 り 金
金 融 派 生 商 品
資 産 除 去 債 務
そ の 他 の 負 債

賞 与 引 当 金
退 職 給 付 引 当 金
役員退職慰労引当金
偶 発 損 失 引 当 金
睡眠預金払戻損失引当金
再評価に係る繰延税金負債
債 務 保 証
負 債 の 部 合 計

（純資産の部）
出 資 金

普 通 出 資 金
利 益 剰 余 金

利 益 準 備 金
その他利益剰余金

特 別 積 立 金
当期未処分剰余金

会 員 勘 定 合 計
その他有価証券評価差額金
土地再評価差額金
評価・換算差額等合計
純 資 産 の 部 合 計

（資産の部）
現 金
預 け 金
有 価 証 券

国 債
地 方 債
社 債
株 式
そ の 他 の 証 券

貸 出 金
割 引 手 形
手 形 貸 付
証 書 貸 付
当 座 貸 越

外 国 為 替
外 国 他 店 預 け

そ の 他 資 産
未 決 済 為 替 貸
信金中金出資金
前 払 費 用
未 収 収 益
金 融 派 生 商 品
そ の 他 の 資 産

有 形 固 定 資 産
建 物
土 地
建 設 仮 勘 定
その他の有形固定資産

無 形 固 定 資 産
ソ フ ト ウ ェ ア
その他の無形固定資産

前 払 年 金 費 用
繰 延 税 金 資 産
債 務 保 証 見 返
貸 倒 引 当 金

（うち個別貸倒引当金）

580,133580,133

令和4年4月1日から令和5年3月31日まで

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

科　　　　　目 金　　　　　額
千円千円

7,667,542

3,937,850

3,729,691
180,674

3,549,016
993,408

△ 59,059
934,348

2,614,668
7,844

81,181
2,703,693

6,946,327
2,365,490

27,436
4,512,115

41,285
472,382
171,356
301,025
78,470

7,858
70,612

170,361
25,926

165
144,269

132,024
127,744

1,892
1,573

815
334,465

39,962
294,503

2,543
2,409

134
3,382,786
2,112,528
1,120,514

149,744
86,030
14,376
17,449

422
53,781

2,400
177,280

993

経 常 収 益
資 金 運 用 収 益

貸 出 金 利 息
預 け 金 利 息
有価証券利息配当金
そ の 他 の 受 入 利 息

役 務 取 引 等 収 益
受 入 為 替 手 数 料
そ の 他 の 役 務 収 益

そ の 他 業 務 収 益
外 国 為 替 売 買 益
そ の 他 の 業 務 収 益

そ の 他 経 常 収 益
償 却 債 権 取 立 益
株 式 等 売 却 益
そ の 他 の 経 常 収 益

経 常 費 用
資 金 調 達 費 用

預 金 利 息
給付補塡備金繰入額
借 用 金 利 息
そ の 他 の 支 払 利 息

役 務 取 引 等 費 用
支 払 為 替 手 数 料
そ の 他 の 役 務 費 用

そ の 他 業 務 費 用
国 債 等 債 券 売 却 損
そ の 他 の 業 務 費 用

経 費
人 件 費
物 件 費
税 金

そ の 他 経 常 費 用
貸 倒 引 当 金 繰 入 額
貸 出 金 償 却
株 式 等 売 却 損
そ の 他 の 経 常 費 用

経 常 利 益
特 別 損 失

固 定 資 産 処 分 損
減 損 損 失
そ の 他 の 特 別 損 失

税 引 前 当 期 純 利 益
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税
法 人 税 等 調 整 額
法 人 税 等 合 計
当 期 純 利 益
繰 越 金（ 当 期 首 残 高 ）
土 地 再 評 価 差 額 金 取 崩 額
当 期 未 処 分 剰 余 金

貸借対照表 損益計算書
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（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

令和5年3月31日現在

4,224
26,663

320,766
54,313
27,210

151,854
7,890

79,498
222,523

2,381
4,300

193,539
22,301

20
20

3,098
38

1,675
18

1,287
6

72
5,314
1,545
2,828

67
873
18
5

13
391

1,672
79

△ 4,639
（△ 3,481）

477,802
18,298

198,800
900
434

245,967
11,147
2,253

57,000
44,000
13,000
1,557

64
221

4
880
75
7

13
148

5
81
56

197
702
151
69
1

182
79

537,743

932
932

44,953
950

44,003
41,300
2,703

45,886
△ 3,473

△ 22
△ 3,496

42,389

科　　　　目 金　額 科　　　　目 金　額
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6,946,327
2,365,490

27,436
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そ の 他 の 特 別 損 失
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貸借対照表 損益計算書
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上記の通りであります。
令和5年6月

令和5年5月

理　事　長
専 務 理 事
常 務 理 事
常 務 理 事
常 務 理 事
常 勤 理 事
常 勤 理 事
常 勤 理 事
理　　　事
理　　　事

西　潟　精　一
白　倉　徳　幸
星　野　光　一
田　村　隆　雄
土　田　隆　博
韮　澤　慎　一
長谷川　宗　克
渋　谷　恒　夫
金　子　俊　郎
高　井　盛　雄

以上監査の結果、適正かつ適法であることを認めます。

常 勤 監 事
監　　　事
監　　　事

西　潟　　　晃
五十嵐　義　則
田　邊　　　厚

科　　　　　　目 金　　　　額
2,703,693,813円
18,062,500
18,062,500

2,627,964,701
27,964,701

2,600,000,000
93,791,612

当 期 未 処 分 剰 余 金
積 立 金 取 崩 額

利益準備金限度超過積立金取崩額
剰 余 金 処 分 額

普通出資に対する配当金（年3%）
特 別 積 立 金

繰 　 越 　 金　（当期末残高）

三条信用金庫

（注）監事　田邊 厚は、信用金庫法第32条第5項に定める員外監事であります。

剰余金処分 庶務事項

なお、上記の計算書類は酒井真人公認会計士、北畠収公認会計士の会
計監査を受けております。

■令和5年6月16日　第122期通常総代会を開催いたしました。

　●報告事項
　　第122期（令和4年4月1日から令和5年3月31日まで）
　　業務報告、貸借対照表及び損益計算書の内容報告の件

　●決議事項
　　第１号議案　剰余金処分案承認の件
　　第２号議案　定款第15条に基づく会員除名の件
　　第３号議案　理事10名選任の件

　　以上、いずれも原案通り承認可決されました。

令和5年度

■令和4年6月17日　第121期通常総代会を開催いたしました。

　●報告事項
　　第121期（令和3年4月1日から令和4年3月31日まで）
　　業務報告、貸借対照表及び損益計算書の内容報告の件

　●決議事項
　　第１号議案　剰余金処分案承認の件
　　第２号議案　定款一部変更の件
　　第３号議案　定款第15条に基づく会員除名の件
　　第４号議案　理事1名選任の件
　　第５号議案　監事3名選任の件
　　第６号議案　会計監査人選任の件
　　第７号議案　退任理事に対し退職慰労金贈呈の件

　　以上、いずれも原案通り承認可決されました。

■おもな登記事項
　令和 4 年 4 月 1 日　出資の総口数、総額の変更
　  　　　  10月26日　新潟支店の住所移転

令和4年度
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令和4年度トピックス

4月8日
三条市へ
カーブミラー寄贈

6月4日・5日
三条凧合戦
副賞凧寄贈

6月16日、11月18日
献血実施

6月15日
カーブミラー
清掃実施

6月2日
三条市立大学の
SDGs推進を
支援するため
寄付金を贈呈

6月29日
小型電気自動車の導入

9月7日
フードバンク寄付

11月18日
本店にて防犯・特殊
詐欺防止訓練を実施

10月24日
新潟支店新築移転

10月7日~9日
「燕三条工場の祭典」

職員派遣
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1. 総代会制度について

2. 総代とその選任方法

　信用金庫は、会員同士の「相互信頼」と「互恵」の精神を基本理念に、
会員一人ひとりの意見を最大の価値とする協同組織金融機関です。
したがって、会員は出資口数に関係なく、１人１票の議決権を持ち、総会
を通じて当金庫の経営に参加することとなります。しかし、当金庫では、
会員数がたいへん多く、総会の開催は事実上不可能です。そこで、当金
庫では、会員の総意を適正に反映し、充実した審議を確保するため、総
会に代えて総代会制度を採用しております。
　この総代会は、決算、取扱業務の決定、理事・監事の選任等の重要事
項を決議する最高意思決定機関です。したがって、総代会は、総会と同
様に、会員一人ひとりの意見が当金庫の経営に反映されるよう、総代構
成のバランス等に配慮し、選任区域ごとに総代候補者を選考する選考
委員会を設け、会員の中から適正な手続きにより選任された総代によ
り運営されます。
　さらに、当金庫では、総代会に限定することなく、日常の事業活動を
通じて、総代や会員とのコミュニケーションを大切にし、さまざまな経営
改善に取組んでおります。
　なお、総代会の運営に関するご意見やご要望につきましては、お近く
の営業店までお寄せください。

（1）総代の任期・定数
　　・総代の任期は3年です。
　　・総代の定数は、90人以上120人以下で、会員数に応じて各選任

区域ごとに定められております。
　　　なお、令和5年3月31日現在の総代数は106人で、会員数は

20,027人です。
（2）総代の選任方法
　　　　総代は、会員の代表として、会員の総意を当金庫の経営に反映

する重要な役割を担っております。
　　　　そこで総代の選考は、総代候補者選考基準（注）に基づき、次の3

つの手続きを経て選任されます。
　　　① 総代会の決議により、会員の中から総代候補者選考委員を選

任する。
　　　② 選考委員会を開催のうえ、総代候補者選考委員が総代候補

者を選考する。
　　　③ 上記②により選考された総代候補者を会員が信任する（異議

があれば申し立てる）。

総代会の仕組みについて 総代会制度

（注）総代候補者選考基準
1．資格要件
　・当金庫の会員であること
　・就任時点で満80歳を超えていない方
2．適格要件
　・健康であり総代会に出席できる方
　・地域における信望が厚く、見識を有する方
　・人格にすぐれ、金庫の理念・使命を十分理解している方
　・その他総代候補者選考委員が適格と認めた方

総代会は、会員1人1人の意見を適正に反映するための開かれた制度です。

会　員

選考委員 総代候補者

総　代会員の総意を適正に反映するための制度
決算に関する事項、理事・監事の選任等重要事項の決定

総代会の決議により、
会員の中から選考委
員を選任する。

総代候補者氏名を店頭掲示
し、所定の手続きを経て会
員の代表として総代を委嘱

総代が選任されるまでの手続きについて
当金庫の地区を5区の選任地域に分け、

各選任区域ごとに総代の定数を定めております。

総代会の決議により、選任区域ごとに
会員の中から選考委員を委嘱

選考委員の氏名を店頭に掲示

選考委員が総代候補者を選考

理事長に報告

総代候補者の氏名を1週間以上店頭掲示

総代の氏名を店頭に1週間以上掲示

上記掲示について電子公告
異議申出期間（公告後2週間以内）

総
代
候
補
者

選
考
委
員
の

選
任

総
代
候
補
者
の
選
考

総
代
の
選
任

・会員から異議がない場合
　または
・選任区域の会員数の1/3未満の
   会員から異議の申出があった総
　代候補者

・選任区域の会員数の1/3以上
   の会員から異議の申出があっ
　た総代候補者

当該総代候補者が選任区域の
総代定数の1/2以上

当該総代候補者が選任区域の
総代定数の1/2未満

理事長は総代に委嘱

選考委員会を開催のうえ、選考基準に基づき、
選考委員が総代候補者を選考する。

総代会

他の候補者を選考
（　　 いずれか選択）

欠員（選考を行わない）
（上記　 以下の手続きを経て）
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お 知 ら せ 店舗のご案内

本　　　　店　旭町2丁目5番10号
中 央 支 店　本町2丁目13番7号
一ノ木戸支店　仲之町1番8号
四 日 町 支 店　四日町3番15号
古 城 町 支 店　元町12番15号
東 支 店　一ノ門2丁目2番19号
島 田 支 店　島田2丁目7番16号
大 崎 支 店　西大崎1丁目19番41号
塚 野 目 支 店　塚野目4丁目19番30号
栄 支 店　福島新田丁1022番地1
下 田 支 店　荻堀1323番地9
条 南 支 店　桜木町31番8号
保 内 支 店　上保内乙321番地1
月 岡 支 店　月岡1丁目26番35号
本 成 寺 支 店　南四日町4丁目7番46号

加 茂 支 店　千刈1丁目6番24号

見 附 支 店　昭和町1丁目2番30号

燕 支 店　本町2丁目3番26号
燕 西 支 店　杣木2626番地1
吉 田 支 店　吉田春日町2番20号
燕 三 条 支 店　井土巻3丁目129番地
分 水 支 店　分水学校町2丁目9番47号

新 潟 支 店　中央区堀之内南1丁目32番14号
小 針 支 店　西区松美台6番8号
巻 支 店　西蒲区巻甲4081番地1
白 根 支 店　南区能登2丁目9番40号

本　　　　部　三条市旭町2丁目5番10号

三条市

加茂市

見附市

燕　市

新潟市

☎ 0256-34-3311
☎ 0256-32-3111
☎ 0256-33-3541
☎ 0256-32-2151
☎ 0256-32-2141
☎ 0256-32-5481
☎ 0256-34-1561
☎ 0256-38-4401
☎ 0256-38-3151
☎ 0256-45-5121
☎ 0256-46-2522
☎ 0256-32-1511
☎ 0256-38-4911
☎ 0256-33-5270
☎ 0256-36-6060

☎ 0256-53-2771

☎ 0258-63-4451

☎ 0256-63-5145
☎ 0256-64-3351
☎ 0256-92-5151
☎ 0256-62-3101
☎ 0256-98-6271

☎ 025-245-1101
☎ 025-231-2011
☎ 0256-76-2661
☎ 025-372-0471

☎ 0256-34-5126

店舗のご案内

フリーダイヤル

さんしんローン専用

さんしんお客様相談室 　 0120-313534

　 0120-683415

燕三条ローンプラザ 　 0120-673734

投信インターネットサービス 　 0120-010406

緊急の場合は、
ご自由にお使いください。

（ 設置店　　　　　　　　　 ）  本店、中央支店、一ノ木戸支店、
  四日町支店、東支店、島田支店、
  大崎支店、塚野目支店、
  本成寺支店、燕三条支店

ATMコーナーにAEDを設置

会員のみなさまへ
　お届けの住所または居所等が変更になった場合は、当金庫までご
連絡をお願いします。ご連絡がないことによって、当金庫がお客さ
ま（会員）に発信した通知が到着せず、継続して返送されてきた場
合には、以後の通知は行わないことがありますのでご了承願います。

三条信用金庫SDGｓ宣言
　地域金融機関としての理念に基づき、国連が提唱する持続可能
な開発目標（SDGs）達成のため、「地域活性化の実現」「豊かな地
域社会の実現」「持続可能な地域環境の実現」を目標とする「三条
信用金庫SDGs宣言」を公表し誰一人として取り残さない、持続可
能な社会の実現に努めてまいります。

健康経営優良法人2023の認定について
　2023年3月に「健康経営優良法人2023（大規模法人部門）」に
認定されました。
　今後も地域社会や地域経済活性化のために、活力あふれる組
織、働きがいのある職場環境づくりに努めてまいります。
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